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土壌洗浄剤 マックスウオッシュ 

製品安全データシート 

販売元情報 

会社 株式会社クルーガー 

住所 茨城県つくば市松代3-17-33 

担当者 町田 茂 

電話番号 0329-886-5001 

ＦＡＸ 番号 029-886-5003 

緊急連絡番号 090-7830-8566  

 

製造者情報 

会社 有限会社マツウラ技研 

住所 石川県金沢市諸江町中丁308番地４ 

担当部門 研究開発部 

担当者 松浦明久 

電話番号 076-263-1261 

ＦＡＸ 番号 076-238-5518 

緊急連絡先 090-1316-2829 

作成 2008 年 9月  

 

整理番号  

製品名  土壌洗浄剤 マックスウォッシュ   ＮＥＴ ．１Ｌ× 10 

製品の特定 

単一製品・混合物の区別： 混合物 

主成分：ポリオキシアルキレンアルキルエーテル脂肪酸塩 40-50% 

    プロピオン酸塩・リンゴ酸塩等 20-30%  

主溶剤：ブチルセロソルブ  

製品説明 

種類 ： 土壌洗浄剤 

主な用途： 芝草地等の土壌洗浄 

 

危険有害性の分類 

分類の名称：該当しない  

危険性：該当せず 

有害性：知見なし 
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応急措置 

目に入った場合 ：直ちに清浄な流水で１５ 分間以上洗浄する。まぶたの裏まで完全 

に洗うこと。症状が出た場合等、必要に応じて医師の診断を受ける。 

皮膚に付着した場合： 付着物を布で素早く拭き取る。多量の水及び石けんまたは皮膚用 

の洗剤を使用して十分に洗い落とす。 

吸入した場合 ： 大量に吸い込んだ場合には、直ちに空気の新鮮な場 

所に移し、安静にする。 

 

飲み込んだ場合 ：水で口の中を洗浄し多量の水または食塩水を飲ませ、吐かせた後、直ちに医

師の診断を受けること。嘔吐物は飲み込ませないこと。医師の指示による以外は 

無理に吐かせないこと。 

 

漏洩時の措置 

•作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 

•付着物、廃棄物などは、関係法規に基づいて処理すること。 

•河川等へ排出され、環境への影響を起こさないように注意する。 

 

取扱い及び保管上の注意 

取扱い： 

•換気の良い場所で取扱う。 

 

保管： 

•日光の直射を避ける。 

•風通しの良いところに保管する。 

• 

暴露防止措置 

管理濃度： 設定されていない 

許容濃度： 設定されていない 

設備対策： 

•排気装置を付けて、蒸気が滞留しないようにする。 

•取扱い場所の近くには、高温、発火源となるものが置かれないような設備とする。 

•洗顔施設を設置する。 

保護具： 

目の保護 取扱いには保護眼鏡を着用すること。 

皮膚の保護 有機溶剤が浸透しない手袋を着用する。 
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物理／化学的性質 

外観等：淡黄色透明液 

沸点： 100 ℃（参考値） 

密度(比重)：1.1-1.2 (25 ℃) 

ｐＨ 値：1.5-2.0  

その他： 特になし 

 

危険性情報（安定性・反応性） 

自己反応性・爆発性 なし 

安定性・反応性 通常の取り扱い条件においては安定 

 

有害性情報 

皮膚腐食性 ：皮膚の乾燥、脱脂効果があるため皮膚炎を起こすことがある。 

刺激性(皮膚、眼)：皮膚；刺激作用がある 

眼 ； 刺激性が有り結膜炎を生じることが有る。 

感作性 ：データなし 

亜急性毒性 ：データなし 

慢性毒性 ：データなし 

がん原性 ：データなし 

変異原性(微生物、染色体異常)：データなし 

生殖毒性 ：データなし 

催奇形性 ：データなし 

その他 ：なし 

 

環境影響情報 

漏 洩、廃棄などの際には環境に影響を与える恐れがあるので取扱いに注意する。 

特 に、製品や洗浄水が地面、川や排水溝に直接流れないように対処すること。 

 

廃棄上の注意 

廃液などを処理する場合には、珪藻土等に吸着させて開放型の焼却炉で少量ずつ焼却する。 

 

輸送上の注意 

共通：•取扱い及び保管上の注意事項に従うこと。 

•運搬に際しては容器からの漏れのないことを確かめ、転倒、落下、損傷のない 

ように積み込み、荷崩れ防止を確実に行うこと。 
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•運搬に際しては、容器を４０ ℃以下に保ち、転倒、落下、損傷がないように注 

意すること。 

海上輸送： 船舶安全法に定めるところに従うこと。 

航空輸送： 航空法に定めるところに従うこと。 

 

記載内容の取扱い 

すべての資料や文献を調査したわけではないため情報漏れがあるかもしれません。また、新しい

知見の発表や従来の説の訂正により内容に変更が生じます。重要な決定等にご利用される場合は、

出典等をよく検討されるか、試験によって確かめられることをお勧めします。なお、含有量、物

理化学的性質等の数値は保証値ではありません。また、注意事項は、一般的な取扱いを対象とし

ていますので、特殊な取扱いの場合には、この点にご配慮をお願いいたします。 

 


